
「オプトインによる共助型分散社会の実現（命を守るデジタル防災）」（福島県会津若松市）

デジタル技術を活用した市民生活の利便性向上及びICT産業集積を同時に推進

『スマートシティ会津若松』の発展・深化を図るため、本市の伝統・歴史・文化・景観などを生かしながら
デジタルを活用することで、利便性・持続性等を向上させるブラウンフィールド型のスマートシティを推進。

目標（KPI）

実行計画

体制

スケジュール（防災分野）

取組内容（防災分野）

スーパーシティ構想の全体概要 命を守るデジタル防災（マイ ハザード）事業
オプトインに基づいて取得した市民の属性情報（住所や家族情報）や位置情報を
活用することで、情報提供に留まらない避難誘導やリアルタイムな家族安否確認サー
ビスなどのパーソナライズされた防災サービス（マイ ハザード）を都市OS上で提供

POINT
位置情報に基づく
パーソナライズされ
た避難誘導

POINT
リアルタイムでの
家族などの
安否確認

・・・

事前オプトイン
の設定

災害時は安全な避難誘
導のために位置情報を取
得します。同意しますか？

はい いいえ

都市OS
（会津若松）

都市OS
(他地域)

都市OS連携により他地域在住者の
属性情報・オプトイン情報等のやり取り

現状（2020年） 2030年目標値
・地域ID登録者数 ： 12,000ID → 50,000ID
・公示地価の伸び率 ：地方平均比+4% → ＋7% 
・自治体の経常収支比率： 90.7％ → 90％未満
・デジタル防災利用者数： － → 50,000ID

計画
全体

防災

猪苗代湖

市役所

水力発電 水力発電

風力発電木質バイオマス発電

山林未利用材

工場

鶴ヶ城

ICTオフィスビル 温泉宿

域外企業・移住者・デュアラー

避難所

共創・
人材育成

デジタル
地域通貨

病院

病院

〇〇科

年齢/性別
得意疾病

〇〇科

年齢/性別
得意疾病

〇〇科

年齢/性別
得意疾病

〇〇科

年齢/性別
得意疾病

先端
ICT研究

ヘルスケア
市民と医者が中心のバー
チャルホスピタル・ドクターイン
デックスによる健康長寿社会

決済
手数料ゼロのデジタル
地域通貨による地域
産業力強化

行政
デジタル市役所と新庁舎に
よる行政手続のE2Eデジタ
ル化や行政DXの実現

防災
位置情報を活用したパーソナ
ル避難誘導（マイハザード）

エネルギー

観光

家庭学習塾

学習
データ

ものづくり

モビリティ

会津産再生可能エネルギーに

よるゼロカーボンシティの実現

廃棄物
廃棄靴の削減・
サーキュラーエコノ
ミーに向けた取組

教育
子ども・保護者・先生のための
子ども情報連携PFを通じた
地域一体型教育・子育て

食・農業
生産状況可視化と流通
DXによる生産現場フード

ロスゼロ・農家所得向上

パーソナライズ観光とワー
ケーション促進を通じた

住民税の分割納税

中小企業DXによる
中小企業の生産性
25%向上

地域活性化
市民が歩いて楽しめる中
心市街地のウォーカブル
シティ化

処分場

市民／家

•デジタル申請手続き
•医療サービスの自由選択
•MaaSの最適選択
•学習の自由選択 など
市民による利用サービスの選択
オプトイン型データ管理

学校

モビリティ・インフラ共通
基盤構築による地域内移
動・流通のサブスク化

12の分野において、多様な利用者を意識した包括的かつ包摂的なデ
ジタル化を推進。また都市OS上での分野間連携を前提に推進。

それぞれの分野において、官民の責任者を立てて、分野間連携しつつ
同時並行での地域DXを推進。

会津若松市

分野別WG（コンソーシアム中心）

会津大学 関係団体

都市MS

ファイナンス
ビジネス
モデル
体制

都市OS

ID・データ
連携

廃棄物ヘルスケア 食・農業エネルギー行政 ものづくり観光 教育 防災

アーキテクト

モビリティ

決済

地域活性化

マイハザード基
本サービス構築

・継続的なマイハザードサービス提供
・他分野との連携による機能拡充

都市OS
連携

FBに基づく
機能改修

災害時における
行政連携

※要支援者情報を
活用した避難誘導

災害時における
医療連携

※怪我人の病院搬
送連携

災害時における
モビリティ連携
※避難所物資ロ
ジスティクス

災害時における
エネルギー連携
※災害時の自立
エネルギー供給

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
2025年度
以降


